
1. アイデアの全体像

2. アイデアの理由

3. 実現までの流れ

基本情報

該当する自治体 東大阪市

自治体掲示の
地域課題

・イベント開催時のゴミ量の増加
・清掃活動への参加者不足
・若年層来場者の環境意識の低下

アイデア名

チーム名

1-1. 提案するアイデアのあらまし

2-1. 理由のポイント

3-5. ITを活用したアプローチ3-1.実現する団体

2-2. 現状の課題

1-2. 提案するアイデアの内容

3-3.実現までのプロセスと時間軸

背景にはイベント時のゴミ
問題に対する「近隣住民か
らの苦情」があります。
ルールだけでは解決しづら
い課題をスポーツでポジ
ティブに解決します。

スポーツ
観戦者

東花園
ラグビー場
周辺

ラグビー試合
イベント時

ゴミ拾い対決
ポイント制

来場者
観光客の
増加

使い捨て容器
プラスチック
製品

分別ルール
マナー理解不足

イベント
来場者増加= ×使い捨て

容器多用
行動変容の
仕組み不足×

ゴミ問題
の構造

イベント運営団体
大学生チーム

東大阪市

・当日参加型
で幅広い募集

・大学と連携
・SNSの告知

・トング・ゴミ袋
・テント・得点表
・自治体備品 等

モ
ノ

ヒ
ト

チームの得点状況を確認できるようなアプリを
提供することで臨場感を演出する

１ヶ月前
•企画確定、関係者調整

2 週間前
•広報、参加者決定

当日
•受付→実施→集計→表彰

終了後
•活動の振り返りと改善策の検討

3-4. 想定リスクとその対応

参加者が集まらない→SNS告知、景品の内容の明確化

安全面の懸念→危険エリアの事前設定、注意喚起

ルールによる縛り

参加する楽しさ

放置ゴミの問題

競技『スポゴミ』

スポーツの力で街をきれいにする参加型環境アクション

3-2.必要な資源の調達

依頼
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